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基
金
残
高
は
減
少
の
一
途

先
月
号
で
は
町
財
政
を
年
間
家
計
費
四
百

万
円
の
家
庭
に
置
き
換
え
ま
し
た
が
、
貯
金

の
引
き
出
し
が
年
間
三
十
八
万
八
千
円
で
貯

金
が
年
間
十
三
万
一
千
円
で
す
の
で
、
貯
金

の
残
高
は
減
っ
て
行
く
一
方
で
す
（
以
下
（

）

書
き
は
年
間
家
計
費
四
百
万
円
の
家
庭
に
置

き
換
え
た
場
合
の
金
額
を
表
し
ま
す
）。

基
金
の
残
高
は
、
平
成
十
三
年
度
末
の
三

十
七
億
四
千
万
円
（
二
百
三
十
五
万
九
千
円
）

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成

十
八
年
度
末
の
残
高
は
、
十
八
億
二
千
万
円

（
百
十
五
万
一
千
円
）
の
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

三
位
一
体
改
革
の
影
響

国
は
、
平
成
十
四
年
度
に
三
位
一
体
改
革

を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
地
方
交
付
税
の

見
直
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
多

く
の
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
ま

し
た
。
本
町
も
地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、

や
り
く
り
が
苦
し
く
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
貯
金

を
引
き
出
し
、

不
足
す
る
財
源
を
賄
っ
て

い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、
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わ
が
町
の
台
所
事
情
③

今
月
は
基
金
を
取
り
あ
げ
ま
す
。
基
金
と
は
家
庭
で
い
う
貯
金
に
あ

た
り
ま
す
。
貯
金
残
高
が
多
い
と
生
活
に
余
裕
が
で
き
、
逆
に
少
な
い
と

家
計
の
や
り
く
り
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
が
行
う
仕
事
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

高ゼロ

六
月
定
例
議
会
で
補
正
予
算
議
案
が
可
決

さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が

補
正
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
額
は
一
億
九
千
百
四
万
二
千
円
で
、

予
算
総
額
は
七
十
二
億
一
千
六
百
八
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
は
次
の
通
り
で
す
。

林
道
災
害
復
旧
事
業

昨
年
、
被
害
を
受
け
た
林
道
下
土
居
桧
谷

線
の
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て
約
八
千
七
百

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
財
源
と
し
て
県
補

助
金
八
千
四
百
六
十
四
万
円
、
地
方
債
（
災

害
復
旧
事
業
債
）
百
七
十
万
円
な
ど
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

農
道
中
ノ
瀬
線
新
設

県
補
助
金
一
千
五
百
万
円
が
交
付
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
た
た
め
長
者
・
中
ノ
瀬
地
区

の
農
道
新
設
工
事
費
と
し
て
約
三
千
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

県
営
工
事
負
担
金

県
が
行
う
町
内
の
国
県
道
改
良
工
事
に
対

す
る
負
担
金
を
約
一
千
二
百
万
円
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

平成17年度末
平成18年度末

（見込み）

8億4,515万円

2億 702万円

9億8,827万円

3,738万円

3億7,026万円

5億8,063万円

2億3,661万円

1億7,930万円

2,178万円

3,553万円

22億7,705万円

3億8,566万円

1億9,968万円

9億7,363万円

3,386万円

3億6,993万円

5億6,984万円

2億6,487万円

1億3,188万円

1億 79万円

3,220万円

18億2,384万円

財政調整基金

減債基金

地域振興基金

池川地域振興基金

吾川地域振興基金

仁淀地域振興基金

そ の 他 基 金

福祉基金

まちづくり基金

その他特定目的基金

合　　計

内
　
訳

内
　
訳

25億円�

20億円�

15億円�

10億円�

5億円�

H17 H18

財政調�
整基金�

減債�
基金�

地域振�
興基金�

その他�
の基金�

財政調�
整基金�

減債�
基金�

地域振�
興基金�

その他�
の基金�

基金残高の内訳�

基金基金金金金金金基金基金基金金

予
算
総
額
七
十
二
億
一
千
六
百
八
万
円

補正�

1億9千万円�千万円�

計予
算



財
源
を
調
整
す
る
た
め
の

財
政
調
整
基
金
（
家
庭
で

は
何
に
で
も
使
う
こ
と
が

で
き
る
普
通
預
金
）
が
平

成
十
九
年
度
末
で
残
高
ゼ

ロ
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
域
振
興
基
金

合
併
前
の
協
議
に
よ
り

旧
町
村
地
域
単
位
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
基
金
が
、
地
域
振
興
基
金
で
す
。

三
地
域
の
振
興
基
金
の
合
計
額
は
平
成
十
七

年
度
末
で
九
億
八
千
八
百
万
（
六
十
二
万
四

千
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
に
よ

り
各
地
域
の
公
共
施
設
等
の
整
備
や
産
業
の

振
興
が
図
れ
、
独
創
的
、
個
性
的
な
地
域
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ

の
基
金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
町
議
会

な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

破
綻
を
回
避
す
る
た
め
に

貯
金
の
引
き
出
し
を
抑
制
し
町
の
財
政
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
や

事
業
を
行
う
た
め
の
財
源
を
い
か
に
確
保
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

財
源
確
保
に
は
有
利
な
起
債
（
借
金
）
の
借

り
入
れ
や
、
国
や
県
の
補
助
金
を
い
か
に
し

て
交
付
し
て
も
ら
う
か
、
ま
た
税
等
の
自
主

財
源
の
確
保
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
町
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
の
徹

底
や
能
力
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
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来年度には残

生
活
用
水
確

保
対
策
補
助

金
公
共
の
簡

易
水
道
、
飲
料
水
供
給
施
設
以
外
の
給
水
施

設
を
地
区
で
改
修
す
る
場
合
の
補
助
金
と
し

て
約
八
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
生
産
施
設
整
備

大
尾
地
区
に
生
産
組
合
が
整
備
を
予
定
し

て
い
る
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
施
設
工
事
費

の
補
助
金
と
し
て
県
補
助
金
九
百
十
万
円
を

含
む
一
千
三
百
六
十
万
円
余
り
を
計
上
し
ま

し
た
。

児
童
手
当

今
年
度
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
小

学
校
終
了
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
約
八
百
五
十
万
円
の
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

基
金
の
取
り
崩
し

今
回
の
補
正
予
算
の
財
源
と
し
て
県
補
助

金
等
の
ほ
か
、
基
金
を
約
六
千
六
百
六
十
万

円
取
り
崩
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳

は
、
財
政
調
整
基
金
約
五
千
九
百
十
万
円
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
約
五
百
万
円
、
仁
淀
地
域

振
興
基
金
二
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

地域振興基金
池川、吾川、仁淀の各地区の施設の整備や、

地域の活性化対策のための基金です。

その他特定目的基金
特定目的基金にはそれぞれ使い道が決められ

ており、その目的達成のために使う基金です。

財政調整基金
その年の財源を調整するための基金で、資金

に余裕があるときは貯金をし、苦しいときには
引き出します。

減債基金
地方債の返済に使う基金です。

�

5億円�

10億円�

15億円�

20億円�

25億円�

30億円�

35億円�

40億円�

池
川
町�

吾
川
村�

仁
淀
村

仁
淀
村�

仁
淀
村�

仁
淀
川
町�

H7       H8　　H9　　H10　  H11     H12     H13     H14      H15     H16      H17     H18

基金残高の推移�

財政調整基財政調整基財政調整基財政調整基金財政調整基金財政調整基金財政調整基財政調整基財政調整基財政調整基財政調整基

6月

1億9千千万円�1億9千
一
般会計
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地
区
の
人
た
ち
が
行
列
を
組
み
、
の
ぼ
り
や
た
い
ま
つ
を
手
に
、
か
ね
や
太

鼓
に
合
わ
せ
て
練
り
歩
き
、
豊
作
を
願
い
害
虫
を
追
い
払
う
伝
統
行
事
の
「
虫

送
り
」
が
町
内
四
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
薬
の
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
農
作
物
の
害
虫
に
対
す
る
決
定
的
な
駆
除
法

が
な
い
の
で
、
神
仏
の
力
に
頼
っ
た
の
が
「
虫
送
り
」
で
す
。

「
虫
送
り
」
の
由
来
は
、
平
安
朝
の
武
将
斎
藤
別
当
実
盛
が
、
源
義
仲
と
の

戦
い
で
、
稲
株
に
足
を
と
ら
れ
て
討
た
れ
、
亡
霊
が
稲
の
害
虫
に
な
っ
た
と
の

言
い
伝
え
か
ら
、
供
養
と
豊
作
を
祈
っ
た
こ
と
が
起
こ
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
虫
送
り
」
は
、
昭
和
三
十
年
代
初
め
ま
で
は
各
地
区
で
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

農
業
の
衰
退
と
と
も
に
廃
れ
て
い
っ
た
行
事
の
一
つ
で
す
。

椿山太鼓踊り

椿山の太鼓踊りは、集落の中心にある氏仏堂で、

安徳幼帝の子守歌として、また平家の武将や公達

（キンダチ）の霊を慰める祭りとして、数多くの

伝説とともに、椿山集落の人々に受け継がれてき

たもので、町の無形文化財に指定されています。

池川地区の青年団も太鼓踊

りを伝承しようと、椿

山の人たちと協力し

て頑張っています。

毎年６月２０日の

「虫送り」に行われ

るほか、８月３日、

４日、１４日、９月５

日に氏仏堂で奉納されま

す。

谷山地区（6月18日）

上名野川地区（6月19日）

椿山地区（6月20日）

上川渡・戸立地区（7月1日）

地域に根差す伝統行事�地域に根差す伝統行事�



瀧
上
神
社

集
落
の
氏
神
様
で
、
七
月
十
七
日
、

十
二
月
十
七
日
が
祭
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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集落見聞録�
（第10回）�
坂　本�
さか　　　もと�

池
川
総
合
支
所
か
ら
西
へ
約
三

n
、
車
で
約
五
分
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
五
月
三
十
一
日
現
在
、

三
十
四
世
帯
、
七
十
四
人
の
集
落

で
す
。

茶
の
生
産
が
盛
ん
で
、
自
園
自

製
工
場
が
多
い
坂
本
集
落
。

二
十
年
前
に
自
宅
横
に
製
茶
工

場
を
建
て
、
上
質
の
お
茶
作
り
に

情
熱
を
傾
け
て
い
る
野
村
實
さ
ん

（
八
十
一
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

二
十
五
年
ほ
ど
前
に
初
め
て
茶

の
苗
木
を
植
え
、
土
作
り
か
ら
肥

料
の
や
り
方
な
ど
、
栽
培
方
法
を

研
究
し
、
茶
畑
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。さ

ら
に
お
い
し
い
お
茶
を
作
り

た
い
と
、
製
茶
工
場
を
建
て
、
茶

畑
の
管
理
か
ら
生
葉
の
加
工
、
出

荷
ま
で
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。製

造
工
程
で
は
、
ま
ず
茶
葉
を

蒸
し
ま
す
が
、
時
間
、
温
度
な
ど

に
よ
り
香
味
が
左
右
さ
れ
ま
す
。

Ｒ
439
�

「
蒸
す
の
が
一
番
重
要
」
と
の
こ

と
で
、
茶
葉
の
状
態
を
見
極
め
な

が
ら
、
長
年
の
経
験
と
勘
で
作
業

を
行
い
ま
す
。
現
在
は
工
場
を
息

子
さ
ん
に
任
せ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
作
業
に
つ
い
て
は

今
で
も
助
言
す
る
こ
と
が
多
い
と

か
。
機
械
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、

最
終
的
に
お
い
し
い
お

茶
を
作
る
の
は
人
の
力

で
す
。

野
村
さ
ん
の
製
茶
は

数
々
の
品
評
会
で
賞
を

と
る
な
ど
、
輝
か
し
い

功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
も
そ
の
技
術
を

学
び
た
い
と
、
町
内
外

か
ら
視
察
に
来
る
人
が

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
お
い
し
い
お
茶
の

作
り
方
を
考
え
る
の
で

精
い
っ
ぱ
い
」
と
、
ま

だ
ま
だ
向
上
心
を
持
ち

続
け
る
野
村
さ
ん
で
し

た
。

緑美しい茶畑が広がる集落

坂本集落

野村　實さん

坂
本
大
平
岩
陰
遺
跡

平
成
元
年
、
坂
本
集
落
の
住
民

が
坂
本
字
大
平
の
岩
陰
で
拾
っ
た

土
器
の
破
片
数
点
が
、
こ
の
遺
跡

発
見
の
糸
口
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
年
、
高
知
県
文
化
振
興

課
に
よ
る
現
地
踏
査
を
受
け
る
と

同
時
に
、
土
器
の
鑑
定
を
依
頼
し
、

平
成
三
年
、
高
知
県
埋
蔵
文
化
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
鑑
定
の
結
果
縄
文

時
代
後
期
お
よ
び
弥
生
時
代
前

期
・
後
期
の
も
の
と
分
か
り
、
同

年
二
月
に
坂
本
大
平
岩
陰
遺
跡
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

燈
明
台

坂
本
集
会
所
入
り
口
に

あ
り
ま
す
。
金
刀
比
羅
宮

信
仰
の
た
め
の
も
の
で
、

建
立
年
月
日
は
不
明
。

こ
ん
な
所
も
あ
り
ま
す


